
資産コンサルティングサービスのご案内資産コンサルティングサービスのご案内

私たちの私たちの中立的なコンサルティングサービス中立的なコンサルティングサービス をご利用してみませんか？をご利用してみませんか？

①
保
有
金
融
資
産
分
析
サ
ー
ビ
ス

一つ一つが優れた商品だと思っていて一つ一つが優れた商品だと思っていて
も、それらを一つのテーブルにまとめても、それらを一つのテーブルにまとめて
総合分析を行うと、「思わぬリスク」や総合分析を行うと、「思わぬリスク」や
「無駄なリスク」をとっていることがよくあ「無駄なリスク」をとっていることがよくあ
ります。ります。

皆様が保有する金融商品の評価レポー皆様が保有する金融商品の評価レポー
トをご利用いただけます。改めて商品トをご利用いただけます。改めて商品
の性質やリスクを再確認してみましょう。の性質やリスクを再確認してみましょう。

③
ペ
イ
オ
フ
・
資
産
保
全
対
策

いよいよペイオフも完全解禁です。いよいよペイオフも完全解禁です。
準備はお済みでしょうか？準備はお済みでしょうか？

ペイオフ解禁後、全くリスクのない確定ペイオフ解禁後、全くリスクのない確定
利回りの金融商品は存在しません。資利回りの金融商品は存在しません。資
産保全対策について、お気軽にご相談産保全対策について、お気軽にご相談
ください。ください。

②
自
分
年
金
作
り
の
お
手
伝
い

公的年金だけでは、充実したシニアライ公的年金だけでは、充実したシニアライ
フを迎えるには不十分です。フを迎えるには不十分です。

私たちは、「自分年金作り」を提唱して私たちは、「自分年金作り」を提唱して
います。います。

退職時に必要とされる金額はいくらか、退職時に必要とされる金額はいくらか、
その金額を確保するにはどのような準その金額を確保するにはどのような準
備が必要なのか、具体的なプランニン備が必要なのか、具体的なプランニン
グをさせていただきます。グをさせていただきます。



1. 1. 保有資産分析サービス保有資産分析サービス

1.1.金融資産の統合金融資産の統合

　　　

　　　金融資産の統合 専門家による分析 　　　分析レポートの作成 　　 　　　　　ご報告

Nippon Investors Securities Co., Ltd.

保有金融資産分析保有金融資産分析

～～ ポートフォリオプロファイルポートフォリオプロファイル ～～

2.2.専門家による分析専門家による分析

保有資産分析サービス（無料）の流れ保有資産分析サービス（無料）の流れ

‐ 保有金融資産を一つのテーブルにまとめて、リスクとリターンのバランスを
　総合的に把握します
‐資産運用で最も大切なことは、リスクと期待リターンのバランスなのです
‐ リスクと期待リターンは、資産全体の保有比率（資産構成比）で決まります

【分析のポイント】

‐保有資産全体で、どの程度のリスクをとっているか？
‐長期の期待リターンはどの程度望めるか？
‐リスクと期待リターンのバランスは適切か？
‐最適なバランスを実現するための資産配分は？
‐お客様の描くゴールに相応しい資産配分になっているか？ Nippon Investors Securities Co., Ltd.

保有金融資産分析保有金融資産分析

～～ポートフォリオプロファイルポートフォリオプロファイル～～

運用資産の基本配分（2004年3月末）

国内債券
55%国内株式

21%

外国債券
9%

外国株式
13%

短期資産
2%

□□ 保有資産を合算して資産別構成比を

　　計算します。

□□各資産の過去データから各資産間の

　　相関係数を計算、ここからリスク分析
　　に入ります。

運用資産の基本配分（2004年3月末）

国内債券
55%国内株式

21%

外国債券
9%

外国株式
13%

短期資産
2%

資産別構成比の計算
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Copyright (c) 2004 NISCO（日本インベスターズ証券株式会社）. All Rights Reserved.複製・印刷・転送等厳禁

ポートフォリオの概要ポートフォリオの概要

資産配分 運用通貨配分

参考リスク・リターン 利用データについて

参考リスク･リターンは、それぞれの資産のベンチマークの過去の実

績を利用して算出しています。

期間は、1999年2月から2004年11月までの月次データを利用

参考リスク･リターンは、将来の運用成果等を示唆又は保証するもの

ではありません。

円
51.77%

米ドル
8.76%

ユーロ
39.46%

国内株式

22.90%

円建て短期金融資
産
6.45%

ユーロ建て債券
36.49%

ユーロ建て短期金
融資産
2.97%

中国株式
22.42%

米ドル建て短期金
融資産
8.76%

リターン30.58%-17.51% -5.49% 6.53% 18.56%

95%の確率

68%の確率

2.5%の確率2.5%の確率
頻
度

12.02%

6.53%
参考リスク

参考リターン

6

お客様用資料

Copyright (c) 2004 NISCO（日本インベスターズ証券株式会社）. All Rights Reserved.複製・印刷・転送等厳禁

ポートフォリオの分析結果ポートフォリオの分析結果

－現状と今後の改善ポイント－－現状と今後の改善ポイント－

全体的なリスクは12.02％、リターンは6.53％となっており、ミドルリスク・ミドルリターンのポートフォリオとなって

います。

運用通貨は円建の資産を中心に、ユーロに4割、米ドルに1割弱を配分されています。米ドルとユーロ建て運用
部分は為替リスクを伴います。

株式部分が日本と中国に集中しています。

今後の検討ポイント今後の検討ポイント

1.1. 日本と中国以外の国の株式へも分散投資することにより、リスクを抑えることが期日本と中国以外の国の株式へも分散投資することにより、リスクを抑えることが期

待できます。海外株式ファンドの活用により、待できます。海外株式ファンドの活用により、2121カ国以上の株式に容易に分散投資カ国以上の株式に容易に分散投資

することができます。することができます。

2.2. ポートフォリオのリスクを抑えつつ、リターンの改善を図るには、現在組入れられてポートフォリオのリスクを抑えつつ、リターンの改善を図るには、現在組入れられて

いない資産である不動産リートやいない資産である不動産リートやMBSMBSを追加することにより投資効率の向上が見を追加することにより投資効率の向上が見

込めます。込めます。

3.3. 市場の上下の影響を受けにくい市場の上下の影響を受けにくいオルタナティブ（代替）投資資産オルタナティブ（代替）投資資産は、債券や株式なは、債券や株式な

どの伝統的資産との相関性が低いので、ポートフォリオに加えることで､リスク分散どの伝統的資産との相関性が低いので、ポートフォリオに加えることで､リスク分散

効果が期待できます。効果が期待できます。
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Copyright (c) 2004 NISCO（日本インベスターズ証券株式会社）. All Rights Reserved.複製・印刷・転送等厳禁

保有ファンド分析保有ファンド分析

デジタル情報革命0101/国内株式デジタル情報革命0101/国内株式

• わが国の株式の中から、次世代の情報・デジタル

通信・マルチメディア等に関する銘柄等に投資しま

す。

• 日本株式の中でも特定の業種のみに投資を行うこ
とからリスクの高いファンドです。

• 設定来の騰落率は11月19日時点で-48.86%と
TOP IXの-23.83%を大きく下回ります。

アーカス・ジャパン・エル・エス・ファンド/世界債券アーカス・ジャパン・エル・エス・ファンド/世界債券

• 日本企業のフェアバリュー（投資価値）に着目し投

資を行います。

• 割安と判断される銘柄を買い、割高と判断される銘
柄をカラ売りすることにより収益を追求します。

• 99年4月の設定以来、当ファンドのパフォーマンス
は191.9% と、TOPIXの-19.6%を大きく上回りました。

毎月分配ハイイールド・ボンド・ファンド/ハイ・イールド債毎月分配ハイイールド・ボンド・ファンド/ハイ・イールド債

• 投資家に高いレベルの継続した安定的なインカム

（収益）を提供することを主たる目的とします。

• 米国ハイ・イールド・ボンド（米ドル建ての高利回り
事業債）のうち、主にBa/BB格およびB格からなる

銘柄を中心に投資します。

• ポートフォリオの平均最終利回りは5.8％、平均格
付はBB-となっています。

GSジャパン・ニュートラル＆USニュートラル/オルタナティブGSジャパン・ニュートラル＆USニュートラル/オルタナティブ

• マーケット・ニュートラル（市場中立）戦略により、株
式市場全体の動向に影響を受けない（＝中立な）

収益を追求します。

• 個別銘柄の買い持ちと売り持ちを組合せることによ

り、マーケット・ニュートラル戦略を実行します。

• 設定来の両ファンドの年率リスクは約3.1%程度とリ

スクの低い運用です。

• 設定来の分配金込騰落率は日本が7.22%（10月末
時点）、米国が1.51%（11月末時点）となっています。

ポートフォリオの概要

保有ファンド分析

現状と改善のポイント

3.3.分析レポートの概要（イメージ）分析レポートの概要（イメージ）

第三者評価レポート

【分析レポートを読む際のポイント】
1.自分の資産が、どんなリスク（市場リスク、金
利リスク、為替リスク等）をとっているのかを知

ることが出来ます。

2.自分の資産価値の予想変動幅が、どの程度
の大きさかを目で見ることが可能になります。

（最大予測下落率と最大予測上昇率を把握）

3.かかるリスクに対して適正なリターンをあげて
いるかを確認します（無駄なリスクを排除する

ためです）。

保有銘柄の一覧

Nippon Investors Securities Co., Ltd.

保有金融資産分析保有金融資産分析

～～ ポートフォリオプロファイルポートフォリオプロファイル ～～

運用会社の運用レポート
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万円

元金1366万円で毎月15.7万円取崩した場合
一世帯当たりの貯蓄平均額（1.366万円）

７７ ％％

0.15%

◎上のグラフは、元金１３６６万円を運用しながら毎月15万7000円ずつ取崩した場合、何年間受け取れる
かを「年率０．１５％（複利）」の場合と「年率７％（複利）」の場合で比較したものです。

◎期待利回りが高いほど リスクも大きくなり、仮に資産が目減りする（利回りがマイナスとなる）ようなケ
－スでは、15.7万円を受け取れる期間が大幅に短くなることもあります。

（貯蓄広報委員会平成11年度版　生活と貯蓄　関連統計）

33．毎月不足金額の．毎月不足金額の15.715.7万円を取り崩すケース万円を取り崩すケース

2. 2. 自分年金作りのお手伝自分年金作りのお手伝

　

保
険
料
を
払
っ
て
い
る
人
々
の
多
く
は
、

そ
れ
が
自
分
の
持
ち
分
で
あ
り
、
将
来
、

年
金
給
付
を
約
束
通
り
受
取
れ
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
実
態
は

保
険
料
の
支
払
い
は
現
在
、
ま
た
は
近
い

将
来
の
退
職
世
代
の
年
金
給
付
に
あ
て

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
将
来
の
本
人

の
年
金
の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
、
運

用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・・
・
・・

　

積
立
金
の
不
良
債
権
比
率
が
四
〇
％

近
く
あ
り
、
国
民
年
金
の
未
払
い
率
が

四
割
に
迫
る
公
的
年
金
は
、
財
政
的
に

既
に
破
綻
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
形
の
、

つ
ま
り
修
正
積
立
方
式
の
年
金
は
消
え

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
・・
・
・・

　

要
は
、
政
府
に
過
大
な
期
待
を
し
な
い

こ
と
と
、
最
終
的
に
は
自
ら
の
こ
と
は
自

ら
で
守
る
し
か
な
い
と
い
う
、
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
を
述
べ
た
だ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
文
よ
り
抜
粋

　
　

「年
金
が
消
え
る
」　

榊
原
英
資
著　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
論
新
社

　　　　　　　　　　　　私たちは「自分年金作り」を提唱します！私たちは「自分年金作り」を提唱します！

豊かで充実したシニアライフを迎えるためには、国や所属する企業・団体の公的年
金に加えて、自助努力による資産運用での「自分年金」作りが不可欠となります。
将来必要とされる金額はいくらなのか、その金額を確保するにはどのような準備が
必要なのか、そして、今何を始めたらよいのか。将来のライフプランを描き、その実
現のために行動を起こすことが、ファイナンシャル･インディペンデンス*への第一歩
となります。ご自分の将来のこと、一緒に考えてみませんか？

ファイナンシャル･インディペンデンス：自己責任、自助努力による資産運用、経済的自立
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22．毎月．毎月55万円を積立てて万円を積立てて 40004000万円万円 を貯めるには？を貯めるには？

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

0 5 10 15 20 25 30

積立て期間(年）

利回りの違いでこれだけ差がつく利回りの違いでこれだけ差がつく 40004000万円までの到達年数万円までの到達年数

□□　毎月毎月55万円を積み立てると、運用利回りが万円を積み立てると、運用利回りが77％で％で2525年、年、55％で％で2929年、年、33％で％で4040年、そして、年、そして、
　　　　0.150.15％だと％だと6565年で年で40004000万が作れます。万が作れます。

□□　また、毎月また、毎月55万円を万円を3030年間積み立てると、運用利回りが年間積み立てると、運用利回りが77％で％で58805880万円、万円、55％で％で40934093万円、万円、
　　　　33％で％で29012901万円、そして、万円、そして、0.150.15％だと％だと18411841万円に資産を増やすことが可能です。万円に資産を増やすことが可能です。

（万円）
7％

5％

3％

0.15％

1
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１．退職時にどれだけの備えがあれば安心？１．退職時にどれだけの備えがあれば安心？

不足月額
15.7万円

最低生活費
24.0万円

ゆとり資金
14.3万円

38.3万円
公的年金
＋
企業年金

22.6万円

15.7万円
×

21年
（60歳男性の
平均余命）

3,9563,956万円万円

＜年金白書平成１１年版＞　　＜生命保険文化センター＞　　　

預貯金
退 職 金

個人年金

資産の取崩し

①ゆとりあるシニアライフを送るには、一般世帯（夫婦）で
　月に38.3万円の生活費が必要といわれています。

②公的年金だけでは、月に15.7万円の不足が生じます。

③60歳に退職、平均余命を21年とすると、39563956万円万円の生　
活費が必要となります。

④退職金をあてにしない場合は、自助努力で約4000万円
　の資金を手当てしなくてはなりません！

88割以上の世帯が年金に不安を！割以上の世帯が年金に不安を！

□□不安の理由不安の理由

• 年金が支給される年齢の引き上げ年金が支給される年齢の引き上げ

•• 高齢者への医療・介護費用の個人負担の増加高齢者への医療・介護費用の個人負担の増加

••年金が支給される金額の切り下げ年金が支給される金額の切り下げ

••年金制度への不信年金制度への不信

金融広報中央委員会平成16年度版
「家計の金融資産に間する世論調査」

一般世帯で一般世帯で約約40004000万円の不足額！万円の不足額！

35.20%

38.50%

29.00%

46.30%

47.50%

44.00%

17.90%

13.50%

26.30%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

60歳未満

60歳以上

非常に心配している 多少心配している それほど心配していない

退職時に必要な金額を算出し、その金額に
達するための手立てを考えていきます。



3.3.ペイオフ・資産保全対策ペイオフ・資産保全対策

お問い合わせは

株式会社　船井財産ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ京都　
担当FA　　堀田　隆史* 

TEL：０７５（３５３）５１４０　　FAX：０７５（３５３）５１４５

資産を保全するためのポイント資産を保全するためのポイント

‐金融機関が破綻しても自分の資産を守るには、倒産隔離機能が付帯された「器」である投資
　信託を利用するのが最適です
‐投資信託といっても世界に3万本以上も存在し、運用の優れたもの、優れないもの、ときには、　
　明らかな「まがいもの」さえ見られます
‐中立的な立場で商品を評価できる機関からのアドバイスをご利用いただくことが大切です
‐資産運用を始める前に、「賢い資産運用を行うための3つのコツ」を伝授させていただきます
‐市場の動きに一喜一憂しない「相場観や予測を必要としない資産運用」を推奨しています

Long/S hort Ma rket Neutra l - 7/12/01 4

Harindra de  Silva , Ph.D., CFA     16 6 Res earch/Portfolio Management

Gregory McMurran 25 25 Portfolio Management Oversight/Res earch

Dennis  Bein, CFA 11 6 Portfolio Management/Res earch/Trading

Steven S apra , CFA 4 2 Portfolio Management/Res earch/Trading

Roger Clarke , Ph.D. 23 16 Res earch Oversight

Years
Experience

Years
w /Firm Res pons ibilitie s

The  Long/Short Marke t Neutra l Team

5 P ortfolio managers a re a ls o respons ible  for research and trading
– Focused re s ea rch and more  e ffective  implementa tion and monitoring

5 No departures on team since  inception of long-only version (10-1-96)
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Style  Neutra l - 6/30/01

Source: BARRA

Sector Neutra l - 6/30/01

0 5 10 15 20 25

Mate ria ls

Ener gy

Consumer (non-cyc.)

Consumer  (cycl ica l)

Consumer Services

Industria ls

Util ity

Transport

Technology

Telecommunica tions

Commercia l Services

Financia l

Hea lthca re

Long
Short
S&P 500

Next 80 Stocks

Smalle st 400 Stocks

Larges t 20 Stocks

Portfolio 
Dis tribution

35%

35%

30%

Marke t Cap Neutra l - 6/30/01
S&P 500

Distribution

Long = S hort

Long = S hort

Long = S hort

Long
P ortfolio

Top Holdings  - 6/30/01
Short

Portfolio

MN Long

MN Short

S&P 500Russe ll
Large  Va lue

Russe ll
Large  Growth

Russe ll
Small Va lue

Russe ll
Small Growth

Style

Si
ze

Value Growth

S
m

al
l

la
rg

e

Ba xte r Intl Inc.  1.9%
Cine rgy 1.7%
Cigna  Corp. 1.5%
Southtrus t Corp. 1.5%
US X Mara thon Group 1.5%

Southern Co. 2.0%
Duke Energy Corp. 1.8%
Northern Tr. Corp.  1.6%
Roya l Dutch Pe te  Co. 1.6%
Public Svc. Enterprise 1.6%

Demons trated Ris k Contro l
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ステラ・ハモンド ： シニア・ヴァイス・プレジデント
– 運用経験年数：20年
– 投資策定委員兼、売買施行の責任者
– ｽﾃｰﾄｽﾄﾘｰﾄ信託を経て入社
– イェール大学MA取得

ブライアン・オラハン ： シニア・ヴァイス・プレジデント
– 運用経験：15年
– ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ･ﾏﾈｼﾞｬｰ兼、ｴﾏｰｼﾞﾝｸﾞ市場調査担当
– 為替予測モデルを構築
– ニューイングランド銀行を経て入社
– M.I.T・MS取得

レイモンド・ムイ : シニア・ヴァイス・プレジデント
– 運用経験：11年
– ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ・ﾏﾈｼﾞｬｰ。特にｶｽﾀﾏｲｽﾞ戦略担当
– ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学MS、及びﾎﾞｽﾄﾝ大学MBA取得

運用・調査主要スタッフの略歴運用・調査主要スタッフの略歴

＜米国　ボストン＞＜米国　ボストン＞

ギャリー・バーグストロム ：会長兼CIO
– 運用経験年数：30年
– 1977年アカディアン社を設立
– 1970年始めよりパトナム社でインターナショナル・株
式ファンドを運用。グローバル株式運用の先駆者

– M.I.Tファイナンス博士号取得

ロナルド・フレイシャー ： 社長
– 運用経験年数：28年
– 銘柄バリュエーション、アセットアロケーション等の
計量モデルを構築

– パトナム社でアセットアロケーションの責任者の経
験

– ハーバード大学MBA取得

ジョン・キスホーム ： エグゼクティブ・ヴァイス・プレジデント
– 運用経験年数：17年
– バリュエーション及び計量分析を担当
– ｽﾃｰﾄｽﾄﾘｰﾄ信託で海外資産運用部のアナリストを
経験

– M.I.T・MBA取得

24

銘柄評価： 評価ファクター

20年以上分析を積み重ね、割り出した銘柄超過収益形成要因

21のミクロ・ファクターを、クラスター分析により 9つのマクロ・ファクターにグループ化。
これにより、ミクロ・ファクター間にある相関を排除する

Price/Book
Price/Sales
Price/Book
Price/Sales

Trailing P/E
Analysts’ Estimated P/E
Dividend Yield
Price/Cash Earnings

Trailing P/E
Analysts’ Estimated P/E
Dividend Yield
Price/Cash Earnings

Trend in Analyst Revision Index
Change in Analyst Earnings Growth
Earnings Surprise

Trend in Analyst Revision Index
Change in Analyst Earnings Growth
Earnings Surprise

Analyst Agreement
EPS Stability
Analyst Agreement
EPS Stability

Analyst Neglect
Small Cap Size
Analyst Neglect
Small Cap Size

30-day Specific Return Reversal
5-day Specific Return Reversal
30-day Specific Return Reversal
5-day Speci fic Return Reversal

Normalized P/E
Dividend Discount Model
Normalized P/E
Dividend Discount Model

Short-Term Price Momentum
Success
Short-Term Price Momentum
Success

Asset YieldAsset Yield

Earnings YieldEarnings Yield

Normalized Earnings YieldNormalized Earnings Yield

Earnings TrendEarnings Trend

Earnings PredictabilityEarnings Predictability

SizeSize

Return ReversalReturn Reversal

SuccessSuccess

Aggregate FactorsMicro Factors

Recommendation ChangeRecommendation Change2-Months Chg. In Analyst Recommendation
3-Months Chg. In Analyst Recommendation
2-Months Chg. In Analyst Recommendation
3-Months Chg. In Analyst Recommendation

V
al

ua
tio

n
Ea

rn
in

g
s

Ex
pe

ct
at

io
ns

P
ric

e-
R

el
at

ed
Si

ze

Price/Book
Price/Sales
Price/Book
Price/Sales

Trailing P/E
Analysts’ Estimated P/E
Dividend Yield
Price/Cash Earnings

Trailing P/E
Analysts’ Estimated P/E
Dividend Yield
Price/Cash Earnings

Trend in Analyst Revision Index
Change in Analyst Earnings Growth
Earnings Surprise

Trend in Analyst Revision Index
Change in Analyst Earnings Growth
Earnings Surprise

Analyst Agreement
EPS Stability
Analyst Agreement
EPS Stability

Analyst Neglect
Small Cap Size
Analyst Neglect
Small Cap Size

30-day Specific Return Reversal
5-day Specific Return Reversal
30-day Specific Return Reversal
5-day Speci fic Return Reversal

Normalized P/E
Dividend Discount Model
Normalized P/E
Dividend Discount Model

Short-Term Price Momentum
Success
Short-Term Price Momentum
Success

Asset YieldAsset Yield

Earnings YieldEarnings Yield

Normalized Earnings YieldNormalized Earnings Yield

Earnings TrendEarnings Trend

Earnings PredictabilityEarnings Predictability

SizeSize

Return ReversalReturn Reversal

SuccessSuccess

Aggregate FactorsMicro Factors

Recommendation ChangeRecommendation Change2-Months Chg. In Analyst Recommendation
3-Months Chg. In Analyst Recommendation
2-Months Chg. In Analyst Recommendation
3-Months Chg. In Analyst Recommendation

V
al

ua
tio

n
Ea

rn
in

g
s

Ex
pe

ct
at

io
ns

P
ric

e-
R

el
at

ed
Si

ze

NISCOのファンドアナリスト
は、世界中のファンドにアン
テナを張り巡らせています

＊資産運用・金融商品に関するご相談・勧誘行為は、業務提携先であるNISCO（日本インベスターズ証券株式会社）で証券外務員登録を
　　行った弊社FA（ファイナンシャル･アドバイザー）が担当しています。


